
産

雑

考

1
腹
帯
、
産
屋
、
産
室
－

森

山

和

美

序

文

第
　
一
　
章

　
人
類
が
発
生
以
来
、
出
産
と
育
児
は
女
性
に
課
せ
ら
れ
た
一
大
事
業
と
使
命
で

あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
長
い
歴
史
を
持
つ
お
産
に
関
し
て
の
風
俗
習
慣
の
研

究
者
は
意
外
と
少
な
く
、
従
っ
て
そ
の
文
献
も
資
料
も
極
あ
て
乏
し
い
。
何
故
で

あ
ら
う
か
。
或
い
は
私
の
浅
学
の
た
め
の
調
査
が
及
ば
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の

恐
れ
も
あ
る
。
勿
論
今
後
も
研
究
は
続
け
て
行
き
た
い
と
決
意
し
て
い
る
が
、
今

回
は
範
囲
を
狭
め
て
左
の
重
要
な
二
項
に
留
め
小
論
と
な
し
た
。

　
即
ち

　
　
第
一
章
　
腹
帯

　
　
第
二
章
　
産
屋
、
産
室

　
以
上
は
風
俗
史
学
的
見
地
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

産
雑
考

　
　
腹
　
帯

　
我
国
古
代
か
ら
妊
婦
は
五
ケ
月
を
迎
え
る
頃
に
な
る
と
、
胎
児
及
び
母
体
保
護

の
た
め
に
、
腹
部
に
一
丈
余
（
約
珊
㎝
）
の
布
を
巻
く
。
之
を
腹
帯
と
い
っ
て
い

た
が
、
現
在
は
岩
田
帯
と
称
し
て
い
る
。
岩
田
帯
の
語
原
は
「
貞
丈
雑
記
」
は
結

肌
帯
（
ゆ
い
は
だ
お
び
）
肌
に
結
ぶ
帯
の
意
と
あ
り
、
「
倭
訓
栞
」
に
は
、
斉
肌

帯
（
ゆ
は
だ
お
び
）
と
あ
る
。
斉
（
ゆ
）
は
忌
（
い
み
）
の
意
で
あ
り
、
着
帯
の

そ
の
時
よ
り
妊
婦
は
つ
＼
し
み
の
生
活
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
と
あ
る
が
、
私
は

胎
児
に
影
響
の
な
い
生
活
に
入
る
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
た
い
。
が
然
し
元
来
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

が
国
の
社
会
で
は
古
く
か
ら
女
性
の
生
理
の
日
と
か
、
出
産
と
か
は
け
が
れ
と
い

う
思
想
が
根
強
く
あ
っ
て
、
神
社
へ
の
参
拝
も
そ
の
日
は
避
け
た
り
、
女
人
禁
制

の
場
所
は
随
所
に
あ
り
、
例
え
ば
お
山
を
ご
神
体
と
し
た
御
嶽
山
な
ど
は
、
敗
戦

後
の
近
世
迄
は
、
解
禁
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
そ
の
よ
い
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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産
雑
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ま
た
江
戸
末
期
頃
ま
で
産
室
を
別
棟
に
構
え
て
い
た
の
も
け
が
れ
の
思
想
か
ら

で
あ
っ
た
。

　
次
に
現
在
岩
田
帯
と
呼
ば
れ
て
い
る
腹
帯
は
、
一
説
に
生
れ
来
る
子
が
岩
の
よ

う
に
頑
丈
な
元
気
で
あ
れ
と
の
願
い
か
ら
だ
と
あ
る
が
、
私
は
「
貞
丈
説
」
の
変

化
だ
と
考
え
た
い
。

　
そ
も
く
腹
帯
着
用
起
源
の
記
録
は
誠
に
乏
し
く
調
査
は
困
難
を
極
め
た
。
そ

の
よ
う
な
時
、
た
ま
た
ま
江
馬
務
先
生
の
「
桂
女
の
新
研
究
」
風
俗
研
究
第
㎜
号

論
文
中
腹
帯
に
関
す
る
資
料
に
め
ぐ
り
合
え
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
江
馬
先
生
が
知
人
か
ら
「
桂
に
住
む
三
軒
の
家
に
珍
ら
し
い

古
文
書
が
あ
る
。
一
度
ご
覧
に
な
っ
た
ら
？
」
と
の
勤
め
に
早
速
先
方
の
ご
承
諾

を
得
て
、
上
桂
の
中
村
勇
吉
氏
、
下
桂
の
小
寺
繁
太
郎
氏
、
遠
山
氏
を
尋
ね
拝
見

さ
せ
て
頂
い
た
。

　
そ
の
家
々
は
神
功
皇
后
三
韓
征
伐
の
際
の
家
臣
達
の
末
商
で
あ
り
、
こ
の
地
を

拝
領
さ
れ
た
事
も
判
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
三
軒
の
文
書
は
殆
ん
ど
同
文
で
あ
る

が
、
三
者
そ
れ
み
＼
が
書
き
残
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。
貴
重
な
記
録
で
あ
る

と
、
先
生
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
そ
の
一
節
に
、
仲
哀
元
年
十
月
西
歴
二
〇
〇
年
天
皇
ご
名
代
と
し
て
、
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
の
う
ち
の
す
く
ね

功
皇
后
は
ご
懐
妊
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
三
韓
征
伐
の
た
め
重
臣
武
内
宿
彌
以
下

あ
ま
た
の
兵
を
率
い
て
、
今
の
敦
賀
の
港
1
1
当
時
は
日
本
一
の
軍
港
で
あ
っ
た
と

文
学
博
士
、
落
合
直
文
氏
の
、
神
功
皇
后
三
韓
征
伐
の
記
に
あ
る
1
1
「
少
年
世
界

「
大
正
元
年
刊
」
か
ら
海
路
ご
出
征
に
な
っ
た
。

　
そ
の
折
、
家
臣
桂
姫
、
岩
田
姫
に
お
召
し
に
な
っ
て
い
た
綿
入
の
兜
、
腹
帯
を

下
賜
さ
れ
た
。
家
臣
之
を
辛
々
し
く
平
丘
、
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
女
性
が
戦
場
に
従
う
こ
と
は
極
め
て
異
例
で
あ
る
が
、
皇
后
が
ご
懐
妊
の
こ
と

も
あ
り
、
ま
た
敵
方
に
皇
后
の
お
姿
を
ま
ぎ
ら
わ
す
た
め
家
臣
は
皇
后
と
全
く
同

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

じ
い
で
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
以
上
は
秘
宝
と
さ
れ
て
い
た
古
文
書
の
極
く
一
部
で
、
大
体
こ
の
よ
う
な
事
で

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
十
二
月
皇
后
が
凱
戦
、
筑
前
国
主
麻
に
ご
帰
還
さ
れ
男
子
ご
出
産
、
即
ち
応
神

天
皇
で
あ
る
。

　
ご
出
産
の
介
護
奉
仕
は
従
軍
し
た
桂
姫
ら
で
あ
る
が
、
さ
き
に
拝
領
し
た
御
腹

帯
は
皇
后
が
お
肌
に
召
し
た
物
な
れ
ば
と
頭
に
戴
い
て
奉
仕
し
た
。
之
が
桂
包
み

の
起
源
で
あ
る
。
余
談
に
な
る
が
宿
弥
を
は
じ
め
当
帰
ら
は
、
御
新
生
児
の
皇
子

に
飴
を
作
っ
て
お
育
て
申
し
上
げ
た
と
い
う
。
因
み
に
雪
景
は
宿
運
の
妻
女
で
あ

る
。
後
、
山
背
国
葛
野
郡
桂
の
地
を
拝
領
し
た
。

　
以
後
高
貴
の
方
々
の
ご
出
産
の
奉
仕
時
に
は
、
桂
包
み
を
埋
る
こ
と
に
な
っ

た
。
之
は
一
つ
に
は
装
飾
も
あ
る
が
、
髪
の
乱
れ
を
防
ぐ
た
め
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
桂
包
の
利
用
は
江
戸
期
ま
で
行
な
わ
れ
た
が
、
民
間
に
移
行
す
る
に
従
い
用

途
は
さ
ま
ざ
ま
と
な
る
。

　
e
　
さ
て
腹
帯
着
用
期
は
明
確
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
期
は
ど
の
よ
う
な
方

法
で
、
そ
れ
に
代
る
も
の
を
用
い
て
い
た
か
想
像
を
逞
く
ま
し
く
す
る
が
、
中
に

は
何
も
施
こ
さ
ず
自
然
体
の
婦
人
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
口
　
奈
良
、
平
安
頃
に
は
腹
帯
着
用
も
定
着
し
、
吉
日
を
選
ん
で
行
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
け
ん

布
地
は
絹
、
綾
の
素
絹
、
丈
は
一
丈
二
尺
（
　
弱
m
約
　
」
望
C
）
で
明
白
で
な
い
。
一
般
は

　
　
　
　
　
あ
し
ぎ
ぬ

布
（
麻
）
か
思
差
。

　
日
　
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
着
帯
は
六
ケ
刀
～
七
ケ
月
、
子
（
ね
）
戌
（
い
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二
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勧
礪
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’己

　
斎

．
．
（
多

「女中風俗艶鑑」抄出

お産の介護人は桂包を冠っている

馨

”
．
、
寒

ぬ
）
酉
（
と
り
）
の
日
を
選
ん
で
行
な
う
。
布
地
は
絹
、
丈
は
八
尺
（
鋤
㎝
）
、
加

持
、
祈
疇
を
受
け
た
後
、
夫
の
手
に
よ
り
結
ば
れ
る
。

　
四
　
室
町
、
桃
山
時
代
、
こ
の
時
代
は
七
ケ
月
に
入
っ
て
か
ら
着
帯
、
中
に
は

四
ケ
月
目
に
仕
始
め
の
内
祝
儀
を
な
し
、
七
ケ
月
に
本
帯
を
行
な
う
な
ど
、
ま
ち

ま
ち
で
あ
る
。
用
布
は
前
期
と
同
じ
く
絹
か
綾
、
丈
は
一
丈
余
（
8
0
m
3
C
）
で
明
確

で
な
い
。

　
㈲
　
江
戸
時
代

　
こ
の
期
は
五
ケ
義
目
に
着
帯
、
用
布
は
絹
か
木
綿
で
六
尺
（
　
器
m
約
　
2
C
）
民
間

は
木
綿
、
江
戸
に
入
っ
て
木
綿
は
国
内
生
産
さ
れ
た
た
め
、
需
要
は
多
く
な
つ

　
　
　
　
　
産
雑
考

りレ二番歌合所載

セ
ッ
ト
式
の
も
の
も
出
現
し
た
。

第
　
二
　
章

た
。　

因
　
明
治
か
ら
昭
和
初
期

　
前
期
は
江
戸
の
踏
襲
、
五
ケ
月
に
着
帯
、
用
布
は

木
綿
、
丈
は
約
4
m
。

　
㈹
　
昭
和
戦
後

　
着
帯
は
五
ケ
月
に
入
り
、
戌
の
日
に
定
ま
る
。
着

帯
行
事
も
世
相
の
反
映
で
、
民
間
は
華
ぱ
な
し
く
複

雑
化
。
ま
つ
媒
介
者
か
親
元
か
ら
贈
ら
れ
た
岩
田
帯

も
媒
介
者
か
親
元
共
ど
も
神
社
で
謎
解
を
う
け
て
か

ら
助
産
婦
に
結
ん
で
貰
う
方
法
と
、
直
接
神
社
か
ら

浄
め
ら
れ
た
帯
を
借
り
受
け
、
出
産
後
新
品
と
共
に

神
社
に
返
却
す
る
方
法
が
あ
る
。
家
庭
に
よ
っ
て
祝

宴
を
開
く
こ
と
も
あ
る
。

　
一
方
日
常
の
服
装
が
洋
装
化
し
た
関
係
で
、
コ
ル

　
　
若
い
妊
婦
は
之
を
歓
迎
す
る
と
い
う
。

　
　
産
　
屋
、
産
　
室

　
産
屋
と
は
謂
う
ま
で
も
な
く
、
出
産
の
た
め
の
小
屋
で
あ
る
。

　
e
　
古
事
記
に
彦
火
々
出
見
尊
が
そ
の
妃
御
出
産
の
時
、
海
岸
の
波
打
際
に
鵜

羽
を
以
て
葺
い
た
産
屋
を
建
て
ら
れ
た
。
と
あ
る
が
、
之
が
産
屋
の
矯
矢
で
あ
ろ

う
。
当
時
産
を
不
浄
（
け
が
れ
）
と
考
え
て
い
た
か
如
何
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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産
雑
考

　
口
　
奈
良
時
代
は
、
中
国
の
文
化
が
盛
ん
に
移
入
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
が
、
産

に
関
し
て
は
恐
ら
く
古
代
に
倣
っ
た
風
が
残
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
が
記
録
は
な

い
。　

国
　
平
安
時
代

纏
・

灘、ρ
浄
魏
鹸
，

潔
癖、

一
癖
麗
麗
擁

，
・
鷺
灘
撚

繋肩総灘灘
敦賀産屋の外観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

　
こ
の
期
に
入
っ
て
産
に
関
す
る
風
俗
は
頗
る
複
雑
と
な
っ
た
。
皇
室
及
び
貴
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

は
産
屋
は
建
て
な
か
っ
た
。
然
し
産
は
け
が
れ
と
し
て
い
た
の
で
、
自
家
で
は
生

ま
ず
、
他
に
移
る
か
、
里
方
に
戻
っ
て
産
ん
だ
の
で
あ
る
。
天
長
九
年
淳
和
天
皇

の
皇
后
は
、
産
み
月
に
な
っ
て
后
宮
職
東
院
に
移
ら
れ
た
り
、
（
三
代
実
録
）
ま

た
花
山
院
女
御
低
子
も
五
ケ
月
目
か
ら
里
方
に
戻
ら
れ
た
記
録
が
あ
る
。
然
も
陰

陽
の
占
い
に
よ
っ
て
そ
の
方
角
、
月
日
を
決
め
、
移
転
さ
れ
た
後
、
僧
を
招
い
て

大
般
若
経
、
観
音
経
、
薬
師
経
等
々
読
経
さ
れ
、
護
符
を
ご
在
所
に
打
つ
な
ど

（
左
経
記
）
し
て
浄
め
た
と
い
う
。
然
し
平
清
盛
、
徳
子
の
産
の
時
は
新
居
を
建

て
た
と
い
う
。
た
と
へ
豪
華
の
邸
宅
に
せ
よ
本
質
的
に
は
産
屋
で
あ
る
。
民
間
で

は
産
屋
を
建
て
る
風
習
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
敦
賀
の
在
に
今
で
も
産
屋
が
あ
る
と
い
う
暴
馬
先
生
の
研
究
文
に
あ
っ
た
の

で
、
私
は
実
地
調
査
に
出
か
け
て
み
た
。
敦
賀
市
灘
浜
灘
浜
区
に
あ
っ
た
。
古
代

か
ら
の
風
俗
が
此
処
に
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
建
物
は
も
は
や
廃
屋
に
等
し
い
が
、
内
部
は
六
畳
二
聞
位
い
の
土
間
の
二
部
屋

分
で
、
白
い
砂
が
敷
か
れ
、
神
棚
ら
し
き
棚
と
、
天
井
か
ら
力
綱
が
吊
さ
れ
て
産

室
と
う
な
つ
か
さ
れ
る
。

　
因
み
に
こ
の
敦
賀
市
の
四
区
に
、
区
設
の
共
同
産
屋
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
、
驚
き
と
感
銘
で
あ
っ
た
。
然
し
之
も
昭
和
3
6
年
頃
か
ら
現
代
風
に
産
院
な
ど

を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
教
育
委
員
会
の
人
が
説
明
し
て
く
れ
た
。
何
れ
に

し
て
も
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
か
ら
、
出
来
る
だ
け
保
存
し
て
お
い
て
ほ
し
い
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
や

　
産
所
の
装
飾
を
宮
中
の
例
を
と
れ
ば
、
母
屋
の
壁
代
、
御
帳
台
、
几
帳
、
屏
風

と
総
て
白
色
を
用
い
る
。
之
は
本
式
で
、
清
浄
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
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御
帳
台
に
は
中
敷
の
畳
、
そ
の
上
に
表
莚
を
入
れ
る
。
御
産
は
牛
皮
を
敷
き
、

次
に
灰
を
敷
き
、
綿
を
敷
く
。
押
桶
、
胞
衣
（
え
な
）
入
れ
も
置
く
。

　
公
卿
の
家
庭
で
も
産
屋
は
建
て
ず
、
装
飾
、
調
度
は
大
差
な
い
。

　
㈱
　
鎌
倉
時
代

　
こ
の
時
代
に
入
る
と
、
公
家
の
法
式
は
多
少
簡
素
に
な
っ
た
が
、
武
家
に
武
家

の
礼
法
が
生
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
産
屋
は
こ
の
期
も
作
ら
ず
居
を
移
し
た
。

　
産
室
の
装
飾
、
設
備
は
大
体
前
期
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
武
家
礼
式
を
多
少
取
り

入
れ
て
い
る
も
の
㌧
、
こ
の
期
に
は
ま
だ
未
完
成
の
も
の
で
あ
っ
た
。
た
ゴ
椅
懸

け
と
い
っ
て
産
婦
が
謬
り
か
＼
る
具
が
登
場
し
た
。
長
さ
二
尺
（
8
m
鴨
C
）
ば
か
り

の
も
の
で
、
莚
を
巻
き
そ
の
上
を
白
平
絹
で
巻
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
民
間
で
は
産
屋
を
作
っ
た
こ
と
は
従
来
通
り
で
あ
る
。

　
⑤
　
室
町
、
安
土
、
桃
山
時
代

　
室
町
時
代
に
入
る
と
、
武
家
で
は
小
笠
原
、
伊
勢
流
の
二
派
の
礼
法
が
盛
ん
に

な
り
、
完
成
さ
れ
た
時
代
で
、
後
世
の
礼
法
の
基
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
産
所
を
移
転
す
る
こ
と
は
変
ら
な
い
が
、
中
に
は
新
築
し
て
産
屋
を
作
る
家
も

あ
っ
た
と
い
う
。

　
産
室
の
装
飾
、
設
備
は
礼
法
に
従
っ
て
誠
に
複
雑
で
品
目
も
多
く
、
そ
の
品
々

♂
妻

調i
”
．
i
l

　
　
　
　
　
　
　
触

一
…
…
軒
…
鰍

　　　ぬ　

‘無　・’「　　　　　　　亜

．
灘
雛
鍵
野
難
勤

敦貰差屋の困制5、刀綱がある
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産
雑
考

の
大
小
や
寸
法
も
定
め
ら
れ
て
い
て
、
例
え
ば
屏
風
大
小
二
双
は
、
白
画
鶴
亀
文

様
、
畳
十
五
畳
（
内
三
畳
御
座
用
、
二
畳
墓
目
（
ひ
き
め
）
用
）
之
は
妖
魔
を
払

う
意
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
犬
張
子
、
這
子
を
新
生
児
の
側
に
置
く
の
も
礼

法
の
一
つ
。

　
民
間
で
は
産
屋
を
設
け
る
事
、
従
来
通
り
で
あ
る
。
以
上
日
四
は
武
家
を
主
と

し
て
述
べ
た
が
、
次
は
江
戸
時
代
民
間
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
＼
み
る
。

　
因
　
江
戸
時
代

　
江
戸
期
は
太
平
の
世
で
あ
る
。
大
衆
の
生
活
も
漸
く
安
定
し
、
従
っ
て
産
業
も

年
を
追
っ
て
い
よ
く
発
展
、
庶
民
の
暮
し
は
豊
か
に
な
っ
て
行
っ
た
。

　
さ
て
こ
の
期
の
礼
法
は
、
武
家
で
は
小
笠
原
流
が
主
流
を
な
し
、
民
衆
も
之
に

倣
っ
て
生
活
の
諸
行
事
は
い
う
に
及
ば
ず
、
殊
に
産
室
や
出
産
後
の
祝
事
の
礼
法

は
こ
の
時
期
ほ
ど
正
確
に
行
な
わ
れ
た
時
代
は
な
く
、
こ
れ
は
風
俗
史
上
特
筆
す

べ
き
時
代
で
あ
っ
た
。
「
婚
礼
の
礼
式
」
「
小
笠
原
諸
礼
大
全
」
「
女
諸
礼
綾
錦
」

外
あ
ま
た
の
礼
法
に
関
す
る
写
本
や
秘
伝
が
多
く
出
廻
り
、
人
び
と
は
之
に
よ
っ

て
修
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
期
は
産
屋
を
新
築
し
た
り
、
或
い
は
居
を
移
す
も
あ
り
で
、
財
力
に
応
じ

て
自
由
で
あ
っ
た
。

　
産
室
の
装
飾
は
、
白
紙
に
鶴
亀
文
様
の
屏
風
一
双
位
い
で
あ
る
。
設
備
は
行
届

い
た
と
い
う
べ
き
か
実
に
複
雑
で
、
前
期
武
家
で
用
い
た
椅
懸
を
改
良
さ
れ
た
も

の
、
他
出
一
対
と
か
、
杓
子
三
本
と
い
っ
た
具
合
に
十
種
類
と
礼
法
に
従
っ
て
用

意
、
食
事
も
よ
き
も
の
忌
む
も
の
と
列
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
通
念
か
ら
す
れ

ば
納
得
し
か
ね
る
も
の
も
あ
る
が
、
中
に
は
迷
信
に
基
く
も
の
も
あ
っ
た
。
例
え

ば
兎
の
肉
を
食
す
れ
ば
、
三
ツ
ロ
の
子
が
生
れ
る
と
い
う
類
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
公
家
、
武
家
と
も
に
余
り
変
化
は
な
い
ま
》
、
江
戸
時
代
は
崩
壊
し
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

　
慶
応
三
年
（
西
里
一
八
六
七
年
）
徳
川
慶
喜
の
大
政
奉
還
に
よ
り
、
江
戸
幕
府

は
終
焉
し
た
。

　
㈹
　
明
治
時
代
－
昭
和
時
代

　
鎌
倉
幕
府
以
来
実
に
六
百
数
十
年
の
武
家
政
治
よ
り
天
皇
政
治
に
即
ち
王
政
復

古
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
江
戸
を
東
京
と
改
称
、
年
号
を
明
治
と
改
元
し
、
明

治
二
年
（
西
歴
一
八
六
九
年
）
に
天
皇
は
東
京
に
遷
都
さ
れ
た
。
人
心
も
新
規
一

転
新
し
い
世
へ
と
歩
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
文
明
開
化
の
時
代
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
産
に
関
し
て
も
徐
々
に
時
代
と
共
に
開
眼
し
、
古
代
か
ら
の
け
が
れ
の
意
識
も

払
拭
さ
れ
て
行
っ
た
。

　
故
に
居
宅
で
出
産
す
る
風
は
明
治
の
中
頃
か
ら
行
な
わ
れ
、
大
正
期
に
は
産
婆

（
現
助
産
婦
）
と
い
う
職
業
が
生
れ
、
出
産
準
備
は
そ
の
者
の
指
示
に
よ
っ
て
な

さ
れ
、
前
代
の
整
の
わ
れ
た
礼
法
は
蔭
を
ひ
そ
め
た
。

　
大
正
期
も
、
宮
中
で
は
中
古
の
慣
例
を
踏
襲
さ
れ
て
い
た
。

　
昭
和
二
十
年
（
西
浜
一
九
四
五
年
）
敗
戦
、
無
条
件
降
伏
に
よ
り
我
が
国
体
は

一
八
○
度
の
転
換
を
な
し
、
天
皇
は
象
徴
に
、
政
治
は
国
民
の
選
出
に
よ
っ
て
司

さ
ど
る
所
謂
民
主
制
度
と
な
り
そ
れ
は
今
日
も
続
い
て
い
る
。

　
戦
後
人
心
の
意
識
も
著
し
く
変
り
、
出
産
に
対
し
て
も
然
り
で
あ
る
。

　
婦
人
が
妊
娠
と
分
る
と
直
ち
に
専
門
医
或
い
は
病
院
を
訪
れ
、
出
産
の
予
約
を

な
し
、
月
満
ち
て
其
処
で
生
む
。
極
め
て
安
全
性
と
簡
素
、
経
済
的
と
合
理
的
で

あ
る
。
現
在
は
全
国
的
に
病
院
で
の
出
産
は
普
及
さ
れ
て
い
る
。

　
現
皇
后
様
も
ご
出
産
は
宮
内
庁
病
院
で
な
さ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
産
屋
は
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消
滅
し
て
行
っ
た
。
（
江
馬
務
風
俗
史
参
照
）

後
　
が
　
き

　
以
上
歴
代
の
腹
帯
、
産
室
、
産
屋
の
概
略
を
述
べ
た
が
、
惜
し
む
ら
く
は
産
屋

に
於
て
は
殆
ん
ど
そ
の
記
録
は
見
当
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
構
造
と
か
設
備
を
想
像

す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
敦
賀
に
産
屋
な
る
も
の
現
存
し
て
い
た
こ
と

は
、
誠
に
幸
せ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
私
の
想
像
に
近
い
も
の
で
も
あ
っ

た
。　

私
は
こ
れ
を
機
に
永
い
歴
史
を
持
つ
産
屋
に
つ
い
て
再
度
挑
戦
し
よ
う
と
思
っ

て
い
る
。
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